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1. はじめに 

前回，高抵抗膜を用いることで少数の輪帯電

極により滑らかな放物面状の光学位相差分布を

有する液晶レンズを報告した。1)このタイプの液

晶レンズはこれまでの液晶レンズに比べて液晶

層の利用効率が高く，駆動周波数帯域が広いこ

とが特徴である。また，高抵抗膜を円形状に制

限することで，光学特性がさらに改善されるこ

とが示されている。2) 本研究では，液晶レンズの

開口径の拡大を目的として高抵抗円形パターン

膜を有するフレネル型の液晶レンズを提案する。 

 

2. 結果及び考察 

 本研究で用いた液晶レンズの構造を図 1(a), 

(b)に示す。各輪帯電極間のスリット幅を 0.1mm

とし，輪帯電極上に絶縁層（5m）を介して高

抵抗膜（最大径：31.2mm）を配置し，それぞれ

直径が 18mm，25.4mm の箇所で幅が 0.3mm の

スリットを入れて高抵抗膜を分離している。液

晶層の厚みを 100m とし，ネマティック液晶

RDP-85475（DIC, n=0.298@=589nm）の各パラ

メータを用い，液晶のダイレクタの方向の液晶

層断面における液晶分子配向シミュレーション

を行った。 

 本研究では，中央部に直径が 18mm の液晶レ

ンズの外部にフレネルレンズを 2 個配置した。

各レンズ領域における光学位相差分布が放物線

特性となるように，各輪帯電極に所定の電圧（周

波数：3kHz）を印加し，液晶層の光学位相差（波

長：589nm）を求めた結果を図 2(a)，(b)に示す。

図 2(a)は凸レンズ特性，(b)は凹レンズ特性を示

し，それぞれレンズパワーとして約 0.63m-1，    

-0.61m-1の値が得られた。なお，電界による液晶

分子の再配向の方向がプレティルトと異なる場

合に，配向方向が反転する領域が生じる場合が

有るが，垂直配向領域を設けることでこのよう

な効果を抑制することができる。 

本研究による高抵抗円形パターン膜を有する

輪帯電極型液晶レンズにおいて，比較的少数の

輪帯電極で液晶層の利用効率が高く光学位相差

特性が滑らかなフレネルレンズ特性を得ること

ができ，液晶レンズの開口径を～31mm まで拡

大することができた。本研究で得られたシミュ

レーション結果をもとに液晶レンズを作製し，

実験を行った結果について当日発表を行う予定

である。 
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(a)輪帯電極   (b)高抵抗パターン膜 

図１ 液晶レンズの構造 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

(a)凸レンズにおける光学位相差分布 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(b)凹レンズにおける光学位相差分布 

図２ 光学位相差分布特性 
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